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地
域
の
活
性
化
と
社
会
的
反
響

地
域

の
産
学
官
民
の
連
携
が
新
規
就
農
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
特

色
で
あ
る
か
ら
、
地
域
に
積
極
的
な
影
響
力
を
持
つ
こ
と
は
当
初
か

ら
想
像
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
に
生
起
す
る
影
響
は
想

像
を
超
え
る
も
の
で
る
。

学
生
が
七
か
月
間
農
業
研
修
に
打
ち
込
む
姿
は
、
受
け
入
れ
る
研

修
フ
ァ
ー
ム
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
全
体
に
影
響
を
与
え
る
。
若
い

力
が
加
わ
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
農
業
経
営
と
地
域
農
業
に
対
す

る
明
る

い
展
望
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
に
経
営
改
善
に
取
り

組
み
始
め
る
農
家
や
農
業
生
産
法
人
が
出
て
き
て
お
り
、
ま
た
農
家

後
継
者

の
U
タ
ー
ン
就
農
を
加
速
さ
せ
る
強
力
な
刺
激
剤
と
も
な

っ

て
い
る
。
新
規
就
農
者
が
ま
だ
誕
生
し
て
い
な
い
段
階
か
ら
、
す
で

に
地
域

の
活
性
化
に
向
け
た
動

き
が
明
確
に
出
て
き
た
の
で
あ
る
。

新
た
な
自
立
営
農
と
農
業
生
産
法
人
の
準
備
が
成
功
裏
に
進
む
こ
と

に
よ
っ
て
、
地
域
活
性
化
が
よ
り

一
層
進
展
し
、
そ
の
こ
と
が
北
海

道
各
地
域
に
波
及
効
果
を
及
ぼ
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「現
代
的
教
育

ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
選
定
理
由
で
は
以

下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「産

・
学

・
官
の
連
携
協
力
体
制
を
構
築
し
て
、
各
方
面
か
ら
の
支

援
を
可
能
に
し
た
こ
と
で
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
実
現
に
向
け
た
大
き

な
足
固
め
も
で
き
た
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
す
。」

新
規
就
農
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
は
、
小
さ
な
短
期
大
学
が
発
信
源

と
な

っ
て
実
働
を
始
め
て
か
ら
ま
だ
二
年
で
あ

る
。
し
か
し
、
当
初

の
予
想
を
超
え
る
社
会
的
反
響
が
農
業
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、
幅

広

い
分
野
か
ら
ま
き
お
こ
っ
て
い
る
。
「み
ど
り
の
あ
し
な
が

・
ア

グ
リ
塾

(新
規
就
農
ト
ラ
ス
ト
)」

の
設
立
と
拡
が
り
は
そ
の
証
左

で
あ
る
。
ま
た
、
今
年

一
月
開
催
さ
れ
た

「新
規
就
農
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
i
n
東
京
」
で
マ
ス
コ
ミ
各
社
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
の
熱

い
注
視

は
今
後
の

一
層
の
拡
が
り
を
予
感
さ
せ
る
。

北
海
道
に
お
け
る
新
規
就
農
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
事
業
は
北
海

道
と
い
う
日
本
の

一
地
方
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
的
な
意
義

を
持

つ
。
食
糧
自
給
率
四
〇
%
で
し
か
な
い
日
本
の
食
生
活
を
支
え

る
北
海
道
農
業
の
持
続
と
活
性
化
を
促
す
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
だ
か
ら
で

あ
る
。
地
域
の
切
実
な
課
題
に
真
正
面
か
ら
応
え
よ
う
と
す
る
教
育
活
動

こ
そ
が
現
代
の
高
等
教
育
機
関
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

大
学
教
育

の
常
識
の
枠
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
な
く
、
地
域
が
変
わ
る

と
と
も
に
、
大
学
も
変
わ
る
と

い
う
心
構
え
が
大
学
人
に
求
め
ら
れ

て
い
る
。

大
学
と
地
域
と
の
持
続
す
る
連
携
、
地
域
に
支
え
ら
れ
地
域
に
貢

献
す
る
大
学
、
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
心
構
え
を
自
覚
し
共
有
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
切
り
開
か
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

●
事
例
紹
介
●

知

的
財
産
権
と

デ
ジ

タ

ル

・
ア
ー
キ
ビ

ス
ト

の
養

成

～

カ

リ

キ

ュ
ラ

ム
開

発

の
状

況

に

つ

い
て

～後

藤

忠

彦

(岐
阜
女
子
大
学
副
学
長
)

一
は
じ
め
に

社
会

の
情
報
化
に
と
も
な
い
、
博
物
館
、
図
書
館
、
文
書
館
、
教

育
セ
ン
タ
ー
、
企
業
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
施
設
で
、
資
料

収
集
、

デ
ジ
タ
ル
化
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
流
通
、
活
用
な
ど

一
連

の
情
報
活
用
が
推
進
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
博
物
館
、
図
書
館
、
文
書
館
な
ど
、
学
芸
員
、
図

書
館
司
書
と
い
っ
た
専
門
職
を
も

つ
分
野
が
主
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ

が
最
近
は
こ
れ
ま
で
と
比
較
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
記
録

・
管
理

・
流

通
な
ど

の
処
理
の
簡
易
化
に
と
も
な
い
、
教
育
セ
ン
タ
ー
、
県

・
市

町
村
、
企
業
等
の
資
料
管
理
な
ど
、
多
く
の
分
野
で
デ
ジ
タ
ル

・
ア

ー
カ
イ
ブ
化
が
進
み
、
こ
れ
ら
の
資
料

・
文
化
活
動
な
ど
の
情
報
化

の
担
当
者
に
、
情
報
の
文
化
的
な
価
値
が
評
価

で
き
る
教
養
を
持
ち
、

何
を
ど
の
よ
う
に
記
録

・
管
理

・
流
通
す
る
か
を
判
断
し
、
さ
ら
に

知
的
財
産
権
等
の
対
処
が
で
き
る
能
力
が
必
要
と
さ
れ
だ
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
デ
ジ
タ
ル

・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
な
ど
の
社
会
の
情
報
化
の
進

展
に
対
処
で
き
る
能
力
の
育
成
に
関
し
て
、
大
学
教
育
は
遅
れ
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。

と
く
に
、
資
料

・
文
化
活
動
等
の
記
録
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
管
理

・

流
通

・
活
用
の
推
進
に
は
、
著
作
権
、
商
標
権
、
意
匠
権
、
特
許
権
、

実
用
新
案
等
の
知
的
財
産
権
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
の
基
本
的
な
知

識
と
情
報
処
理
に
対
処
で
き
る
能
力
が
必
要
と
さ
れ
る
。

岐
阜
女
子
大
学
で
は
、
博
物
館
を
は
じ
め
、
各
分
野
で
の
情
報
化

を
担
当
で
き
る
デ
ジ
タ
ル

・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
養
成
の
準
備
を
進
め

て
き
た
。
今
回
こ
の
教
育
計
画
が
、
文
部
科
学
省
か
ら
現
代
G
P
と
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し
て
選
定
さ
れ
た
。
現
在
、
学
外
の
多
く
の
関
係
者
の
協
力
も
得
て

進
め
て
い
る
デ
ジ
タ
ル

・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の

開
発
状
況
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

二
デ
ジ
タ
ル

・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
必
要
と
さ
れ
る
分
野

岐
阜
女
子
大
学
で
は
平
成
一
一

年
度
か
ら
文
化
情
報
を
専
攻
す
る

学
生

に
デ
ジ
タ
ル

・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

に
関
す
る
教
育
を
進
め
て
き

た
。
ま
た
、
学
芸
員
、
図
書
館
司
書
、
社
会
教
育
主
事
等
の
養
成
と

併
せ
、
デ
ジ
タ
ル

・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
し
て
の
能
力
の
養
成
を
計
画

し
て
き

た
。
と
こ
ろ
が
、
博
物
館
、
図
書
館
、
文
書
館
等
以
外
の
産

業
界
、
教
育
界
、
県

・
市
町
村
の
関
係
者
か
ら
デ
ジ
タ
ル

・
ア
ー
キ

ビ
ス
ト
の
養
成
に
つ
い
て
の
要
請
が
出
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
岐
阜

県
新
産
業
労
働
局
か
ら
は
、
県

・
市
町
村
の
情
報
担
当
者
や
、
教
員
、

出
版
企
業
等
担
当
者
の
デ
ジ
タ
ル

・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
し
て
の
能
力

育
成
の
要
望
が
あ

っ
た
。

そ
こ
で
、
デ
ジ
タ
ル

・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
し
て
の
能
力
を
、
ど
の

よ
う
な
分
野
で
必
要
と
さ
れ
る
か
学
芸
員
、
図
書
館
司
書
、
教
員
、

文
化
事
業
団
職
員
、
会
社
員
や
教
育
セ
ン
タ
ー
、
県
市
町
村
職
員
な

ど
に
調
査
を
実
施
し
た
。
三

一
四
名
か
ら
の
回
答
を
得
、
そ
の
結
果
、

図
1

の
よ
う
に
、
多
様
な
分
野
で
ニ
ー
ズ
の
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な

っ
た
。

記
述
意
見
と
し
て
は
、
「
現
在
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
担
当
で
き

る
能
力
を
も
つ
人
が
非
常
に
少
な
く
、
そ
の
養
成
が
大
変
必
要
で
あ

る
」
「
職
業
に
関
係
な
く
、
管
理
職

・
経
営
者
の
理
解
が

一
番
必
要
」

「劇
団

や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
情
報
担
当
者
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
関
係
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、
マ
ス
コ
ミ
、
企
業
、
広
報
担
当
者
に
必
要
」
な
ど

広

い
分
野
で
必
要
と
の
回
答
が
あ

っ
た
。

そ
こ
で
、
岐
阜
女
子
大
学
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の

養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
に
あ
た
っ
て
、
文
化
資
料
活
動
の
内
容
は

選
択
科
目
と
し
、
各
専
門
分
野
の
科
目
を
選
択
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
構
成
し
た
。

三

デ
ジ
タ
ル

・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
し
て
重
要
な
学
習
内
容

デ
ジ
タ
ル

・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
養
成
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
作
成
に
あ

た

っ
て
、
前
記
の
各
分
野
の
研
究
者
、
実
務
者
に
は
ど
の
よ
う
な
学

習
内
容

が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
調
査
し
た
。
そ
の
結
果

を
図
2
に
示
す
。

デ
ジ

タ
ル

・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
し
て
、
情
報
記
録

・
デ
ジ
タ
ル

化

・
管
理

・
流
通

・
活
用
の
各
学
習
領
域
で
、
重
要
な
学
習
内
容
に

つ
い
て
の
回
答

の
中
で
、
最
も
高

い
の
は
、
著
作
権
で
あ
り
、
各
関

連
項
目
と
し
て
、
商
標
権
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等

の
情
報

の
取
扱

い
、
保
管
な
ど
に
つ
い
て
の
教
育
が
重
要
視
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
映
像
、
音
声
等

の
記
録

・
デ
ジ
タ
ル
化
や
各
情
報
の

活
用
方
法
、
お
よ
び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
記
録
や

メ
タ
デ
ー
タ
情
報
の

つ
け
方
、
検
索
な
ど
の
情
報
の
内
容
と
管
理
に

つ
い
て
の
教
育
が
重

要
と
な

っ
て
い
る
。

図1デ ジタル ・アーキビス ト能力の必要な分野

文書館、図書館、博物館等の

担当者(学 芸員)

県 ・市町村等の情報担当者

特許申請企業等の情報担当者

情報流通担当者

教材など資料担当者、学校等
の教員

企業等で資料等の情報担当

観光の担当者

図2デ ジタル ・アーキビス トの養成で重要な学習内容

著作権

セキュリテ ィー

プライバ シー

映像 ・音声情報等の記録 と
デジタル化

商標権等

映像 ・音声 ・図形 ・文字情
報の活用方法

カテゴリー、キーワー ド等
のメタデータ情報のつけ方

デー タベースへの記録の方法

情報検索

情報処理 システム
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四

知
的
財
産
権
等
と
デ
ジ
タ
ル

・
ア
ー
カ
イ
ブ
化

デ
ジ
タ
ル

・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
開
発
は
、

一
般
的
な
手
順
と
し
て

図
3
に
示
す
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
作
成
の

プ
ロ
セ
ス
に
対
応
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
資
料
収
集
計
画
か
ら
記

録
活
動
ま
で
、
前
の
調
査
で
も
重
要
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
知
的

財
産
権
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
を
配
慮
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
を

取
扱
う
基
礎
と
し
て
の
学
習
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
図
3
に

示
す
よ
う
に
、
各
学
習
分
野
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
と
さ
れ
る
著
作

権
、
商
標
権
等
の
知
的
財
産
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い
て
教
育
す

る
。具
体
的
な
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
と
し
て
は
、
学
習
を
も
と
に
教
養
教
育

で

「情
報
と
人
権
」
と

「法
律
関
係
の
実
際
」

の
科
目
を
学
習
し
、

そ
れ
を
基
礎
に
、
知
的
財
産
権
、
プ
ラ
イ
バ
シ
!
、
個
人
情
報
等
に

つ
い
て
の
学
習
を
展
開
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
文
化
財

・
活
動
の

撮
影

・
記
録
で
は
、
著
作
権
等
に
関
す
る
許
可
願
い
の
作
成
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
注
意
点
な
ど
を
具
体
的
事
例
と
併
せ
、
そ
の
基
本
的
な

考
え
方
も
指
導

で
き
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
構
成
し
た
。
情
報

の
管

理

・
流
通
に
関
し
て
も
同
時
に
知
的
財
産
権
等
の
関
係
も
教
育
す
る

が
、
情
報
の
利
用
に
対
し
て
も
、
著
作
権

(た
と
え
ば
著
作
人
格
権

と
し
て
の
同

一
性
保
持
権
)
に
つ
い
て
も
配
慮
で
き
る
よ
う
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
構
成
と
し
た
。

そ
の
全
体
的
な
概
要
を
図
4
に
示
す
。

岐
阜
女
子
大
学
デ
ジ
タ
ル

・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト

の
養
成
の
全
体
構
成

は
、
「文
化
に
関
す
る
基
礎
」
、
「デ
ジ
タ
ル

・
ア
ー
カ
イ
ブ
開
発
」
、

「文
化
情
報
の
管
理

・
流
通
」
、
「文
化
情
報

の
利
用
」
と
実
践
能
力

を
育
成
す
る
た
め
に
実
習
を
用
意
し
て
い
る
。
実
習
で
は
、
撮
影
、

記
録
に
お
け
る
著
作
権
等
の
許
可
願
い
を
は
じ
め
、
各
種
知
的
財
産

権
の
処
理
、
メ
タ
情
報
の
記
録
の
方
法
な
ど
を
現
実
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
配
慮
し
た
。
と
く
に
、
学
生
に
と

っ
て
、
著
作
権
処
理
等
の

知
的
財
産
権
は
、
未
経
験
な
事
柄
で
あ
り
、
具
体
的
な
教
材
を
用
い

た
学
習
指
導
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
知
的
財
産
権

・
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
等
の
実
例
を
教
材
と
し
て
用
意
し
、
指
導
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
知
的
財
産
権
等
の
教
育
を
配
慮
し
た
岐
阜
女
子
大

学
デ
ジ
タ
ル

・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
養
成
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
表
に
示

す
。
そ
の
構
成
は
、
デ
ジ
タ
ル

・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
し
て
、
基
本
的

な
資
料
等
の
収
集
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
知
的
財
産
権
の
管
理

・
流
通

・

利
用
の
必
修
科
目
と
、
学
芸
員
、
図
書
館
司
書
等
の
資
格
と
共
通
す

る
分
野
等
の
選
択
科
目
と
に
分
け
て
履
修
で
き

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

構
成
し
て
い
る
。
選
択
科
目
は
、
主
と
し
て
文
化
財
、
文
化
活
動
等

の
各
専
門
分
野
も
含
め
て
い
る
。

五

お
わ
り
に

デ
ジ

タ

ル

・
ア

ー

キ

ビ

ス

ト

の
養

成

は

、

岐

阜

ミ

ュ
ー

ジ

ア

ム
、

図3デ ジタル ・アーカイブズと知的財産権の教育

図4カ リキュラムの構成

文化に関する基礎

①文化に関する知識 ・理解

②各分野の文化(選 択)

③文化資料の管理 ・文化活動

デジタル ・アーカイブ開発

①文化情報メディア処理の基礎

②各種文化資料の撮影 ・記録 ・デジ

タル化処理と知的財産権等

③デジタル・アーカイブズの構成

文化情報の管理・流通(知的財産権)

①文化情報管理項目、資料のカテゴ

リー化、シソーラス等情報

②コンテンッの収集 ・管理と知的財

産権(i著作権 ・プライバシー等)

の取扱い

③文化情報のデータベース構成、情

報検索システム、情報流通

文化情報の利用

①プレゼンテーション、文化情報

メディアの利用と知的財産権

②文化資料の検索、利用システム

③デジタル ・アーカイブズの利用

方法(知 的財産権の配慮)

実習(実 践)

①デジタル ・アーカイブズ制作に

必要な撮影と記録の実習

②記録情報のデータベース登録 ・

情報管理 ・流通 ・検索の実習

③知的財産権等の取扱い、二次情

報(カテゴリー化・索引語等)の

選定などメタデータ作成の実習

岐阜女子大学

デ ジタル ・アー

キ ビス トの養成
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県

・
市
町
村
、
教
育
関
係
、
企
業
等
と
の
共

同
研
究
の
中
で
、
デ
ジ

タ
ル

・
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
の
作
成
が
で
き
る
人
材
育
成
の
必
要
性
か

ら
始
め
た
教
育
実
践
で
あ
り
、
各
分
野
の
協

力
の
も
と
に
進
め
て
い
る
。
と
く
に
、
関
係

団
体
等
か
ら
は
、
デ
ジ
タ
ル

・
ア
ー
キ
ビ
ス

ト
の
資
格
に
つ
い
て
の
検
討
も
進
め
ら
れ
て

い
て
、
各
分
野
で
の
メ
タ
デ
ー
タ
を
標
準
化

し
、
知
的
財
産
権
に
配
慮
し
、
各
資
料
に
適

切
な
メ
タ
デ
ー
タ
を
付
与
で
き
る
能
力
の
育

成
が
強
く
要
望
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
い
か

に
対
応
す
る
か
、
大
学

の
教
育
試
行
が
必
要

で
あ
る
。

そ
こ
で
、
国
立
科
学
博
物
館
、
大
学
な
ど

の
研
究
者
、
産
業
界
、
県

・
市
町
村
や
沖
縄
、

北
海
道
等
の
実
践
さ
れ
て
い
る
方
々
の
協
力

を
得
て
、
試
行
を
進
め
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
。
今
後
、
実
際
の
成
果

(カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
や
教
材
)
や
そ
れ
ら

の
問
題
点
に
つ
い
て
、

広
く
情
報
提
供
し
、
各
方
面
か
ら
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
よ
り
よ

い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

開
発

・
改
善
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

表 岐阜女子大学 デジタル ・アーキビス トの養成カリキュラム

●
事
例
紹
介
●

国
際
通
用
性

の
あ
る
人
材
育
成

へ
の
取
組

佐

藤

邦

明

(国
際
教
養
大
学
教
務
班
)

大
学

は
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
十
分
に
応
え
て
い
る
か
?

大
学
改
革

の
必
要
性
が
訴
え
ら
れ
て
久
し
い
が
、
こ
れ
は
我
々
大
学
教
育
に
携

わ
る
人
間
が
そ
の
存
在
意
義
と
し
て
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
教
養
教
育

と

い
う
基
本
的
部
分
の
充
実
と
と
も
に
、
常
に
柔
軟
に
考
え
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な

い
大
き
な
テ
ー
マ
の

一
つ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
ま

で
日
本
の
大
学
は
様
々
な
分
野
で
人
材
を
輩
出
し
、
研
究
活

動
を
通
じ
て
多
大
な
貢
献
を
し
て
き
た
こ
と
に
間
違

い
は
な
い
が
、

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
そ
の
求
め
ら
れ
る

役
割
は
多
様
化

・
細
分
化
す
る
と
同
時
に
専
門
化
し
て
き
て
い
る
。

特
に
、
英
語
教
育
に
お
い
て
は
、
社
会
領
域
の
別
に
関
係
な
く
、

我
が
国
の
高
度
な
経
済
発
展
に
よ

っ
て
世
界
で
求
め
ら
れ
る
役
割
が

重
要
か

つ
多
様
化
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
質
的
な
世
界
の

公
用
語

で
あ
る
英
語
を
実
践
的
に
使
い
こ
な
し
対
等
に
海
外
諸
国
と

渡
り
合
え
る
だ
け
の
人
材
不
足
が
明
ら
か
で
あ
る
。
T
O
E
F
L
等

の
デ
ー
タ
を
勘
案
す
る
と
、
毎
年
大
学
を
卒
業
す
る
約
四
〇
万
人
の

う
ち
、
卒
業
時
に
英
語
で
仕
事
が
で
き
る
者
は
千
名
程
度
、
全
体
の

○

.
二
五
%
に
し
か
満
た
な
い
と
い
う
。
中
学
か
ら
高
校
ま
で
、
最

低
六
年
間
、
大
学
も
含
め
る
と
十
年
間
英
語
を
継
続
し
て
学
ん
で
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
英
語
が
実
践
的
に
使
え
る
日
本
人
が
少
な
い
と

い
う
点
で
、
初
等

・
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
英
語
教
育
の
在
り
方

に
つ
い
て
は
様
々
な
意
見
が
あ
り
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
大

学
と

い
う
、
社
会

へ
の
出
口
に
位
置
す
る
最
高
学
府
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
教
育
法
が
最
も
実
践
的
か
つ
効
果
的
な
の
か
、
我
が
国
の

喫
緊
の
課
題
と
し
て
強
力
に
推
し
進
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
人
材
の
輩
出
に
加
え
、
地
域
社
会

へ
の
貢
献
も
大
学
の
大

き
な
使
命
の

一
つ
と
い
え
る
が
、
国
際
通
用
性
あ
る
人
材
育
成
と
い

う
点
に
つ
い
て
は
、
果
た
し
て
大
学
は
ど
こ
ま
で
そ
の
門
戸
を
地
域

に
開
い
て
き
た
の
か
、
ま
た
ど
れ
だ
け
効
果
的
な
取
組
を
し
て
き
た


